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　5．札幌上空の圏界面高度について

　　　　　　　　　　　金戸　進（札幌管区気象台）

　最近5年間（1976～1980年）の札幌上空の圏界面高度

について統計を行なった．

　第1圏界面としては，寒帯圏界面（12～4月）が7～

9km，中緯度圏界面（4～11月）が10～11km，熱帯圏

界面（7～9月）が15kmであった．

　第2圏界面以上は，冬には出現個数が多く（平均する

と各観測毎に1個程度）出現高度は12～23kmと広範囲

だが，夏には個数は少なく（冬の1／4程度），出現高度

は熱帯圏界面（15km）に一致している．

　また，暖冬年では寒帯圏界面高度が数km高くなった

り，平年では夏は中緯度圏界面と熱帯圏界面が半々に出

現するのが暑夏年ではほとんど熱帯圏界面が出現すると

いった気候変動に対応する現象が見られた．

　6．北海道における地上風の特徴

　　　一主成分分析法による解析一

　　　　　　　　　　　加藤央之（北海道大学環境）

　北海道における風の分布や地域的な特徴を客観的にと

らえることを目的として，気象庁AMeDASの風のデー

タ（1978年）を主成分分析法を応用した方法を用いて解

析した．これは，風のデータをU，’V方向に分けて主要

変動パターンを取り出し，各々の特徴的なパターソの結

合により気流の地域的特徴を調べたものである．ここで

得られた結果は様々な風向の一般風に対するもので，特

にその一般風速が強い場合の気流系に相当しており，こ

れらは従来行われた風の調査報告と対応され，検討され

た．さらに各地点毎に求められた風速値を用い，クラス

ター分析により，強風時の北海道内の風の地域的特色を

明らかにした．

　7．低温型雪結晶の雪片について（POLEX・Nortb）

　　　　　　　　　　藤吉康志（北海道大学低温研）

　　　　　　　　　　菊地勝弘（北海道大学理学部）

　冬期の北極域においては，太平洋側から比較的暖かい

空気が中層に入りこんでいる期間と，気塊の入れかわり

がほとんどなく，放射冷却によって下層に厚い等温層が

形成されている期間で，エコー頂高度が3000m以上であ

ったときにのみ，低温型の雪結晶の雪片が降った．層状

性のエコーが現われたときには，砲弾集合あるいは交差

角板の大きくない雪片が降り，大きい雪片（角柱，砲弾

集合，交差角板の何れも）は，対流性エコーが現われ，

雪結晶が濃密雲粒付きとなったときにのみ観測された．

雲粒付きでない角柱は，砲弾集合や交差角板に比べて雪

片になりにくい傾向が見られた．砲弾集合の場合には，

粒径く大きいときに雪片になり易く，交差角板は砲弾集

合に比べて，粒径が小さめでも雪片を形成し易い傾向が

見られた．雪片が降る時間は何れの場合でも短く，上空

からすでに周囲よりも強いエコー強度を持つ領域が地上

に達したときにのみ雪片が地上で観測されている．
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